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世
の
中
に
は
、
多
種
多
様
な

嘘
（
ウ
ソ
）
と
真
実
が
存
在
し

ま
す
。
詐
欺
、
偽
造
、
虚
偽
等

相
手
を
誑
か
す
行
為
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

学
園
に
勤
務
し
て
い
た
女
性

が
教
育
職
員
免
許
状
を
偽
造
、

教
員
に
成
済
ま
し
た
事
実
が
発

覚
し
、多
く
の
人
に
言
い
よ
う

の
な
い
苦
痛
と
、
大
切
な
人
生

に
傷
を
残
す
迷
惑
を
か
け
ま
し

た
。

　

人
間
の
行
為
に
は
時
間
の
経

過
を
伴
い
ま
す
。
失
わ
れ
た
時

間
は
取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
虚
偽
行
為
は
、
新
聞
・

テ
レ
ビ
等
が
大
々
的
に
取
り
上

げ
ま
し
た
。
卒
業
生
・
保
護
者

の
皆
様
を
は
じ
め
、
学
生
・
生

徒
の
皆
さ
ん
に
驚
愕
と
御
心
配

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

私
の
不
明
に
よ
る
も
の
で
、
慎

ん
で
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
出
来
事
は
、
我
々
に

大
き
な
教
訓
を
残
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

問
題
の
女
性
は
福
島
県
立
の

高
校
に
長
ら
く
勤
務
し
て
い
た

の
で
、
信
用
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
あ
っ
て
も
、
面
接
時
に
提

出
さ
れ
た
書
類
を
精
査
し
て
い

れ
ば
、
提
出
書
類
の
虚
偽
を
発

見
で
き
た
の
で
あ
り
、
不
注
意

の
誹
り
は
免
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

人
間
は
時
折
、
ウ
ソ
も
方
便

と
も
云
わ
れ
る
嘘
を
つ
き
ま
す
。

許
さ
れ
る
ウ
ソ
と
許
さ
れ
な
い

嘘
に
は
、
常
に
相
手
が
あ
る
こ

と
な
の
で
、
人
間
本
来
の
確
立

が
不
可
欠
で
す
。
相
手
の
人
間

性
に
よ
っ
て
は
、
社
会
的
に
は

許
さ
れ
な
い
行
為
で
も
、
相
手

の
生
涯
を
思
い
不
問
に
す
る
よ

う
な
許
容
範
囲
も
あ
り
、
複
雑

な
要
素
も
存
在
し
ま
す
。
今
回

の
よ
う
に
公
的
な
真
実
を
偽
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
自
分
の
生
涯

を
失
う
こ
と
に
な
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
自
分
の
身
内
や
信
じ

て
く
れ
て
い
た
全
て
の
他
人
を

失
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

我
々
人
間
は
成
長
の
過
程
で
、

嘘
を
つ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
と
、

親
や
学
校
の
先
生
か
ら
幾
度
と

な
く
諭
さ
れ
、
時
に
は
読
書
を

通
じ
て
も
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

虚
・
嘘
の
反
対
語
は
実
・
真

実
で
あ
り
、
人
々
は
真
実
を
尊

び
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
殆
ど

の
人
々
が
何
ら
か
の
理
由
で
安

易
な
嘘
を
つ
き
ま
す
。

　

昨
今
、
子
ど
も
た
ち
の
過
ち

を
生
み
出
す
原
因
に
、
適
切
な

表
現
能
力
が
発
揮
出
来
ず
、
誤

解
を
招
く
言
葉
使
い
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
様
な
状
況
は
、
偏
に

子
ど
も
ば
か
り
で
は
な
く
、
大

人
の
世
界
に
も
屡
々
見
受
け
ら

れ
る
よ
う
で
す
。
偽
り
を
知
ら

ず
に
、
真
実
と
思
い
込
み
、
後

に
恥
を
か
く
こ
と
も
あ
る
の
で

す
。

　

将
来
、
母
親
と
し
て
、
育
児

に
あ
た
る
だ
ろ
う
学
生
・
生
徒

の
皆
さ
ん
に
は
、
教
養
の
本
質

を
熟
慮
し
、
誤
り
の
な
い
判
断

が
出
来
る
よ
う
に
と
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。 

（
H
27・12・１
記
）

真
実
の
尊
さ

理事長・学園長
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開成の杜（2）

　

大
学
人
間
生
活
学
科　

福
祉
コ
ー
ス
の

第
26
回
卒
業
研
究
発
表
会
が
10
月
30
日
、

大
学
食
物
栄
養
学
科
の
第
47
回
卒
業
研

究
発
表
会
が
11
月
27
日
に
、そ
れ
ぞ
れ
行

わ
れ
た
。

　

発
表
者
は
福
祉
コ
ー
ス
が
４
名
。食
物
栄

養
学
科
の
38
名
が
研
究
を
重
ね
た
内
容
を

示
し
、持
ち
時
間
を
目
一
杯
使
っ
て
発
表

し
た
。発
表
者
と
研
究
題
名
は
次
の
通
り
。

【
大
学・人
間
生
活
学
科　

福
祉
コ
ー
ス
】

▽
福
祉
教
育
の
実
態
と
時
代
背
景
に
対

応
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ 

川
嶋　

里
沙

▽
障
が
い
児
を
育
て
る
保
護
者
の
意
識
お

よ
び
今
後
の
課
題 

西
間
木　

香
里

▽
特
別
支
援
学
校
の
家
庭
教
育
に
関
す

る
研
究

̶

福
島
県
内
特
別
支
援
学
校

（
高
等
部
）教
員
対
象
調
査
結
果
か
ら

̶

 

松
本　

海
記

▽
認
知
症
の
早
期
診
断
に
繋
ぐ
た
め
の
要

因
に
関
す
る

̶

考
察 

舞
木　

美
咲

※
人
間
生
活
学
科 

生
活
総
合
コ
ー
ス
・

建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
発
表
会
は
、平
成

28
年
１
月
22
日
で
す
。

【
大
学・食
物
栄
養
学
科
】

▽
水
溶
性
絹
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
の
細
胞
増
殖

能
へ
及
ぼ
す
影
響

 

安
瀬　

英
未
／
鈴
木　

佳
奈
恵

▽
エ
ゴマ
の
利
用
に
関
す
る
研
究

 

伊
藤　

遥
奈
／
佐
々
木　

結
美
／

　
　

 

樽
井　

真
理

▽
栄
養
の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
〜
福
島
で

活
躍
す
る
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
〜

 

高
橋　

瑞
貴

▽
女
子
高
校
生
の
ス
ポ
ー
ツ
と
貧
血
に
つ

い
て 

五
十
嵐　

成
美
／
佐
藤　

菜
摘

▽
更
年
期
障
害
と
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
に

つい
て 

田
中　

映
里
／
橋
本　

春
香

▽
更
年
期
障
害
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
の
効
能
に

つい
て 
大
内　

仁
美
／
菊
内　

亜
希
美

▽
小
野
町
の
生
活
習
慣
病
の
背
景
と
食

の
環
境
に
関
わ
る
調
査

 

鈴
木　

優
香
／
星　

和
香
／

　
　
　
　

栁
沼　

佑
花

▽
腎
臓
病
と
食
事
に
つい
て
―
腎
臓
病
食

品
交
換
表
と
食
品
成
分
表
の
比
較
―

 

伊
藤　

希
／
小
坂　

真
里
奈
／

 

高
橋　

容
子
／
千
葉　

詩
緒
璃

▽
ひ
ま
わ
り
ビ
ス（
食
物
繊
維
）が
ソ
ー
セ

ー
ジ
の
品
質
に
与
え
る
影
響

 

情
野　

歩
美
／
山
口　

桃
未
／

　
　
　

高
橋　

知
佳

▽
福
島
県
の
郷
土
料
理
と
そ
の
由
来
―

人
と
地
形
と
文
化
の
及
ぼ
す
料
理
への
影

響
― 

寺
田　

朱
里
／
鈴
木　

知
美
／

　
　
　

 

塚
田　

星
里
奈

▽
妊
娠
糖
尿
病
に
関
す
る
文
献
的
研
究

―
新
し
い
診
断
基
準
に
つい
て
―

 

小
原　

美
穂

▽
学
校
給
食
の
時
間
に
お
け
る
学
級
担

任
の
関
わ
り
に
つい
て

 

松
浦　

美
咲
／
髙
木　

真
葵

▽
食
材
の
冷
蔵
保
存
に
及
ぼ
す
電
場
の

影
響 

吉
田　

奈
穂
子

▽
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

以
南
の
海
浜
生
物
の
放
射
性
核
種

 

早
坂　

遥

▽
女
子
高
校
生
の
運
動
習
慣
が
肥
満
度

と
食
生
活
に
与
え
る
影
響

 

栁
田　

優
紀

▽
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
生
体
指
標
に
及
ぼ
す
効
果

 

伊
藤　

薫
／
清
野　

春
菜
／

　
　
　
　

髙
森　

真
恵

▽
ア
ロマ
が
食
事
に
関
す
る
気
分
等
に
及

ぼ
す
生
理
的
心
理
的
影
響
の
検
討

 

根
本　

夏
美
／
矢
吹　

知
美

▽
郡
山
市
の
子
ど
も
た
ち
の
食
生
活
に
関

す
る
実
態
調
査

 

大
場　

美
紅
／
長
沼　

美
帆

　

本
年
４
月
に
、新
し
い
学
園
ロ
ゴマ
ー
ク

「
め
ば
え
」を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
マ
ー
ク
に
は
、学
園
の
歴
史
と
伝
統
、

新
し
い
時
代
に
向
け
た
学
園
教
育
が
芽

を
出
し
て
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に
と
の
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

発
表
に
伴
っ
て「
め
ば
え
」の
バ
ッ
ジ
化

を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、幾
度
の
検
討

を
重
ね
て
こ
の
度
、完
成
に
至
り
ま
し
た

の
で
皆
様
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

　

教
育
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
が
大
き

く
変
化
す
る
中
、創
立
70
周
年
を
迎
え

よ
う
と
す
る
郡
山
開
成
学
園
の
女
性
教

育
への
想
い
を
伝
え
、未
来
に
つ
な
が
る
象

徴
の
一
つ
と
し
て
バッ
ジ「
め
ば
え
」を
ご

着
用
く
だ
さ
い
。　　
　
　
　
　

学
園
長

■
運
用

学
生
＝
ド
レ
ス
コ
ー
ド（
服
装
規
定
）Ａ
に

バッ
ジ
の
着
用
を
含
め
る
。

【
入
学
式
、卒
業
式
、始
業
式
、オ
リ
エン
テ

ー
シ
ョン
等
で
着
用
】

教
職
員
＝
ド
レ
ス
コ
ー
ド
Ａ
に
準
じ
る
。

（
任
意
着
用
）

　

平
成
27
年
度
第
２
回
教
養
講
座
が
10

月
27
日
、建
学
記
念
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

講
師
は
東
京
工
業
大
学
教
授
で
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
池
上
彰
氏
。

　

池
上
氏
は
長
野
県
松
本
市
出
身
で
慶

応
大
学
経
済
学
部
卒
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
記
者
と

し
て
入
局
後「
週
刊
こ
ど
も
ニュ
ー
ス
」を

担
当
し
、分
り
や
す
い
解
説
や
切
れ
味
鋭

い
取
材
力
で
人
気
を
博
し
、数
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
で
活
躍
中
。演
題
は「
ニュ
ー
ス
か

ら
未
来
が
見
え
る
」。

　

池
上
氏
は
73
ヵ
国
を
取
材
。ベ
ト
ナ
ム
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
民
の
勤
勉
さ
は
驚
異
で
あ

る
。電
車
や
バ
ス
な
ど
の
乗
り
物
の
中
で

も
必
ず
本
を
読
ん
で
お
り
、若
さ
や
人
件

費
の
安
さ
な
ど
を
考
え
れ
ば
将
来
は
大
い

に
成
長
が
期
待
で
き
る
。日
本
の
若
者
は

ス
マ
ホ
ば
か
り
見
て
お
り
、今
後
が
懸
念

さ
れ
る
。

　
ユ
ー
ロ
圏
の
難
民
の
問
題
、イ
ラ
ン
や
イ

ス
ラ
ム
国
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
、世
界
の
動

向
に
注
目
し
て
ほ
し
い
と
語
っ
た
。

新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
　
バッ
ジ

「
め
ば
え
」を
配
布
し
ま
す

平
成
27
年
度　
第
２
回
教
養
講
座

卒
業
研
究
発
表
会

「めばえ」バッジ

卒業研究を発表する学生たち

講師の池上彰氏

「
池
上
彰  

ニュ
ー
ス
か
ら
未
来
が
見
え
る
」

　

本
学
園
で
は
、教
育
効
果
を
高
め
る
た

め
に
設
置
し
て
い
る
家
庭
寮
費
を
平
成

28
年
４
月
１
日
か
ら
大
幅
に
値
下
げ
い
た

し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
家
庭
生
活
の
研
究
と
、協

調
的
集
団
生
活
の
実
習
を
兼
ね
た
生
活

が
可
能
に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、収
容
人

数
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、入
寮
は

申
し
込
み
順
と
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
家
庭
寮
ま
で
。

電
話
０
２
４
‐
９
３
２
‐
４
９
７
３（
直
通
）

新
年
度
入
学
生
か
ら

家
庭
寮
費
大
幅
値
下
げ

アパートメント・ハウス様式の１号館は、各部屋が１つの「家」となります。当番
制で行う食事作りは、調理実習も兼ねており、コミュニケーションを図りなが
ら楽しく行うことが出来ます。食材は献立表に基づき各部屋に配布されます。

各フロアごとに洗面所等の生活ラインが設置されている２号館は、各部屋・
各フロアごとの共同生活となっており、大学生・短大生・高校生が入寮して
います。食堂でいただく食事のひとときは、楽しく集う場所となっています。
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開成の杜（3）

学
び
の
旅
附
属
高
等
学
校
修
学
旅
行

　

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
修
学
旅
行

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。１
日
目
は
広
島
ま

で
行
き
、フェ
リ
ー
で
宮
島
に
行
き
ま
し
た
。

潮
が
引
い
て
い
て
鳥
居
の
近
く
ま
で
行
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。厳
島
神
社
と
夕
日

の
コ
ラ
ボ
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　
２
日
目
は
平
和
祈
念
公
園
を
訪
れ
、皆

で
作
っ
た
折
り
鶴
を
献
納
し
ま
し
た
。戦

争
は
悲
惨
で
二
度
と
し
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。午
後
か
ら
は
、大
阪
に
あ
る
Ｕ

Ｓ
Ｊ
に
行
き
ま
し
た
。雨
の
中
で
少
し
残

念
で
し
た
が
、人
が
あ
ま
り
い
な
く
て
乗

り
物
に
た
く
さ
ん
乗
る
こ
と
が
で
き
楽
し

かっ
た
で
す
。

　

奈
良
・
京
都
で
は
古
い
日
本
の
文
化

を
見
て
感
じ
て
き
ま
し
た
。東
大
寺
の
盧

舎
那
仏
を
見
ま
し
た
。圧
巻
の
ス
ケ
ー
ル

で
驚
き
ま
し
た
。舞
妓
さ
ん
の
踊
り
に
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
旅
行
を
通
し
て
日
本
の
文
化
の
美

し
さ
を
感
じ
、貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。改
め
て
日
本
って
凄
い
と

思
っ
た
旅
行
で
し
た
。

（
普
通
科　

伊
藤　

あ
ゆ
み
）

第
53
回
県
高
校
新
人
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

磐
城
一
に
惜
敗

選
手
権
大
会
で
２
年
連
続
優
勝

　

県
大
会
の
決
勝
戦
、チ
ー
ム
全
員
の
想
像
を
超
え
る
ほ
ど
良
い

試
合
だ
っ
た
。チ
ー
ム
の
武
器
で
あ
る
速
攻
で
得
点
を
重
ね
た
。

前
半
の
10
分
で
勝
利
を
確
信
し
た
。

　
「
新
チ
ー
ム
の
目
標
で
あ
る『
速
く
て
早
いハン
ド
ボ
ー
ル
』を
目

指
し
、４
強
大
会
で
は
県
大
会
よ
り
さ
ら
に
レ
ベル
ア
ッ
プ
を
図
り
、

必
ず
優
勝
し
て
東
北
大
会
の
切
符
を
つ
か
み
ま
す
」と
、遠
藤
和

主
将
が
力
強
く
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
「
春
高
バ
レ
ー
」県
代
表
の
座
を
か
け

た
第
68
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
の
決
勝
戦
が
11
月
22
日
行
わ
れ
た
。

　

２
年
ぶ
り
の
王
座
奪
還
に
燃
え
た
附

属
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
だ
っ
た
が
２‐３

の
フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
ラ
イ
バ
ル
磐
城
一
に
敗

れ
た
。

　

県
高
体
、県
総
体
に
続
く
優
勝
を
逃

し
た
選
手
た
ち
は
来
年
に
向
け
猛
練
習

を
開
始
し
た
。

　
▽
準
々
決
勝

　
　

郡
山
女
子
大
附
属
２ 

‐ 

０
白
河

　
▽
準
決
勝

　
　

郡
山
女
子
大
附
属
２ 

‐ 

０
磐
城

　
▽
決
勝

　
　

郡
山
女
子
大
附
属
２ 

‐ 

３
磐
城
一

【
大
学
学
友
会
】

会　
　

長　

穂
積
春
乃（
食
栄
・
２
年
）

副 

会 

長　
佐
々
木
美
波（
食
栄
・
２
年
）

副 

会 

長　

佐
々
木
瞳（
食
栄
・
１
年
）

総
務
部
長　
國
分
奈
津
美（
人
生
・
２
年
）

書　
　

記　

富
塚
郁
実（
人
生
・
２
年
）

書　
　

記　

赤
羽
七
海（
食
栄
・
１
年
）

会　
　

計　

安
倍
瑠
莉（
食
栄
・
２
年
）

会　
　

計　

鈴
木
彩
音（
食
栄
・
１
年
）

庶　
　

務　

冨
田
恵
理（
食
栄
・
１
年
）

体
育
部
長　

金
田
翔
子（
食
栄
・
１
年
）

文
化
部
長　

鈴
木
久
絵（
人
生
・
２
年
）

厚
生
部
長　

福
田
嘉
菜（
食
栄
・
２
年
）

【
短
期
大
学
部
学
友
会
】

会　
　

長　

髙
橋
未
那（
食
物
・
１
年
）

副 

会 

長　

真
坂
朱
里（
食
物
・
１
年
）

平
成
28
年
度
新
役
員
決
ま
る

厳島神社にて
　

待
ち
に
待
っ
た
修
学
旅
行
。私
た
ち
音

楽
科
・
美
術
科
は
こ
の
５
日
間
を
通
し

て
、専
門
で
あ
る〝
芸
術
〞を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

広
島
で
は
被
爆
体
験
講
話
を
聞
き
、平

和
に
つい
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

奈
良
・
京
都
の
お
寺
巡
り
で
は
、長
い

間
美
し
さ
を
保
ち
続
け
て
き
た
建
築
物

や
仏
像
、彫
刻
、絵
画
等
の
歴
史
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。特
に
法
隆
寺
で
は
テ
レ
ビ

の
撮
影
用
の
た
め
に
仏
像
が
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
て
お
り
、貴
重
な
経
験
が
で
き
ま

し
た
。ま
た
、京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で

チ
ェ
コ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
弦
楽
三
重
奏

団
と
笠
原
純
子
さ
ん
の
コ
ラ
ボ
コ
ン
サ
ー

ト
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、至
福
の
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
浜
松
の
楽
器
博
物
館
を
見

学
し
、音
楽
の
歴
史
に
触
れ
、世
界
の
楽

器
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

５
日
間
の
体
験
を
も
と
に
、自
分
た
ち

の
芸
術
を
よ
り
高
め
、成
長
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

（
音
楽
科
・
美
術
科　

三
坂　

成
海
）

金閣寺にて
　

私
た
ち
食
物
科
は
修
学
旅
行
を
通
し

て
京
都
の
食
に
触
れ
、そ
の
食
文
化
を
学

ん
で
き
ま
し
た
。比
叡
山
延
暦
寺
で
は
、

精
進
料
理
を
頂
き
、南
禅
寺
で
は
抹
茶
と

お
い
し
い
お
菓
子
を
頂
き
ま
し
た
。万
福

寺
で
は
普
茶
料
理
を
頂
き
、中
国
式
の
精

進
料
理
を
学
び
ま
し
た
。初
め
て
目
に
す

る
め
ず
ら
し
い
料
理
ば
か
り
で
、中
で
も

紅
し
ょ
う
が
の
天
ぷ
ら
に
は
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。福
寿
園
宇
治
工
房
で
は
、抹
茶
を

お
い
し
く
頂
く
た
め
の
適
切
な
温
度
を

教
え
て
頂
き
、最
高
の
玉
露
を
飲
ん
で
き

ま
し
た
。

　

京
都
の
台
所
、錦
市
場
に
は
福
島
で
は

見
な
い
よ
う
な
食
材
が
多
く
、色
や
形
も

個
性
的
で
し
た
。祇
園
の
料
亭「
美
登
幸
」

や
、麩
料
理
の「
花
咲
萬
治
郎
」で
、京
都

の
食
材
を
生
か
し
た
京
料
理
を
堪
能
し

て
き
ま
し
た
。京
料
理
は
、季
節
感
や
色

彩
感
覚
な
ど
料
理
に
合
っ
た
食
材
が
使
わ

れ
て
お
り
、学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。今
回
学
ん
だ
こ
と
を
、調
理
に

繋
げ
、技
術
や
知
識
を
高
め
た
い
で
す
。

（
食
物
科　

本
多　

珠
梨
）

萬福寺で普茶料理をいただく

2年連続優勝！目指せ全国大会

副 

会 
長　
長
谷
部
秋
穂（
食
物
・
１
年
）

総
務
部
長　

佐
藤
南
奈（
幼
教
・
１
年
）

書　
　

記　

熊
田
萌
華（
食
物
・
１
年
）

書　
　

記　

小
針
千
尋（
食
物
・
１
年
）

会　
　

計　
佐
々
木
夏
美（
幼
教
・
１
年
）

会　
　

計　

浅
井
美
緒（
幼
教
・
１
年
）

庶　
　

務　

佐
藤
祐
紀（
文
化
・
１
年
）

体
育
部
長　

武
田　

唯（
食
物
・
１
年
）

文
化
部
長　

菅
野
美
保（
幼
教
・
１
年
）

厚
生
部
長　

坂
田　

晴（
幼
教
・
１
年
）

【
附
属
高
校
生
徒
会
】

会　
　

長　

佐
藤
千
桐（
普
通
・
２
年
）

副 

会 

長　
藤
沼
あ
か
ね（
普
通
・
２
年
）

副 

会 

長　

中
山
優
花（
普
通
・
１
年
）

書　
　

記　

星　

美
聡（
食
物
・
２
年
）

書　
　

記　

渡
部
花
梨（
美
術
・
１
年
）

会　
　

計　

渡
辺
紗
矢（
普
通
・
２
年
）

会　
　

計　

吉
田
華
澄（
普
通
・
１
年
）

会　
　

計　
木
幡
眞
矢
乃（
食
物
・
１
年
）

●
素
晴
ら
し
い
日
本
の

　
文
化
に
触
れ
て

●
芸
術
の
秋

●「
京
の
食
文
化
」に
触
れ
た
旅

メンバー表
名 前

佐藤　晴香

遠藤　 和

吉田　百花

佐藤　友南

上野　玲奈

植田　成美

笠間　 杏

本田　 奏

2年

2年

2年

2年

2年

2年

2年

2年

学 年
メンバー表
名 前

鈴木　咲希

佐藤　愛水

矢作　 陽

湯田 帆乃夏

坂牧　朋奈

長谷川　舞

古川　春香

渡辺　美紅

2年

1年

1年

2年

1年

1年

1年

1年

学 年



開成の杜（5） 開成の杜（4）

「
女
子
大
生
と
女
子
高
校
生
の
結
婚

観
・
職
業
観
の
調
査
」

　

女
子
大
生
、女
子
高
校
生
を
対
象
に
、

若
い
女
性
の
結
婚
観
、職
業
観
、家
庭
観

に
つい
て
調
査
・
考
察
を
行
っ
た
。

【
人
間
生
活
学
科
】

統
一
テ
ー
マ「
生
活
を
楽
し
む
空
間
・
技

術
」

○
生
活
総
合
コ
ー
ス「
花
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
フ
ァッ
シ
ョン
ア
イ
テ
ム
」

大
学
・
短
大
部
会

〜
流
そ
う
爽
や
か
な
汗
〜

高
校
部
会

〜
は
ば
た
け
！
夢
に
向
か
っ
て
〜

綱引き、どっちも頑張れ！

童心にかえって

力と技の応酬の
バレーボール（右）とドッジボール

華麗に開催される
「地域社会の復旧と創生をめざして」

恒例のもみじ会が10月３日、４日の両日、同窓会や家族会の参
加も得て全学的に開催された。来賓や家族、地域の方々４７８０
人が来学され、本学圓の総合的な姿を知ってもらうことができた。

10月3日●・4日●土 日

◆
大
学
院

◆
大
学

◆
短
期
大
学
部

○
福
祉
コ
ー
ス「
福
祉
現
場
に
お
け
る
生

活
支
援
の
あ
り
方
」

○
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス「
世
代
を
超
え

た
集
い
〜
も
う　

一
つ
の
家
族
空
間
」

【
食
物
栄
養
学
科
】

「
ミ
ネ
ラ
ル
と
健
康
」

　

ミ
ネ
ラ
ル
と
健
康
の
関
わ
り
に
つ
い
て

考
え
た
。

「
レ
ス
ト
ラ
ン
も
み
じ
」開
設

　

管
理
栄
養
士
を
目
指
す
学
生
が
、栄

養
バ
ラ
ン
ス
や
季
節
感
な
ど
を
考
慮
し
な

が
ら
献
立
を
考
え
提
供
。

【
家
政
科
・
福
祉
情
報
専
攻
】

「
つ
な
ご
う
、さ
さ
え
あ
い
の
心
」

　

福
祉
情
報
専
攻
の
教
育
内
容
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介
、手
芸
教
室
、パ
ソ
コ

ン
教
室
、地
元
農
産
物
販
売
な
ど
を
開
催
。

【
家
政
科
・
食
物
栄
養
専
攻
】

「
世
界
の
麺
と
地
域
の
麺
文
化
」

　

日
本
や
福
島
県
の
麺
文
化
の
歴
史
、魅

力
を
探
り
、麺
文
化
の
今
後
の
あ
り
方
を

考
え
た
。

　
大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
専
攻
科

の
学
生
が
５
種
目
で
熱
戦
を
展
開
。心

地
よ
い
汗
を
流
し
復
興
を
目
指
し
た
。

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

　
１
位　

大
・
食
栄
２
Ａ

　
２
位　

短
・
食
物
１
Ｂ

【
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
】

　
１
位　

短
・
幼
教
１
Ｂ

　
２
位　

短
・
幼
教
２
Ａ

【
障
害
物
リ
レ
ー
】

　
１
位　

短
・
幼
教
２
Ｃ

　
２
位　

大
・
食
栄
３
Ａ

模
擬
店「
メ
イ
プ
ル
ガ
ー
デ
ン
」

　

元
気
な
学
生
と
お
も
て
な
し
の
心
で

料
理
の
提
供
を
行
っ
た
。

【
幼
児
教
育
学
科
】

「
卒
業
研
究
発
表
と
子
ど
も
の
遊
び
」

　

幼
児
教
育
学
科
の
活
動
内
容
を
発
信

す
る
た
め
、子
ど
も
の
遊
び
に
つ
い
て
の
紹

介
や
玩
具
の
展
示
、卒
業
研
究
な
ど
の
活

動
の
記
録
、絵
本
に
つい
て
の
研
究
を
発
表
。

【
生
活
芸
術
科
】

　

絵
画
、彫
刻
、デ
ザ
イ
ン（
写
真
）、Ｃ
Ｇ

ア
ー
ト
、工
芸
、挿
花
、近
代
詩
文
書
な
ど

で
作
品
を
展
示
し
た
。

【
音
楽
科
】

「
も
み
じ
会
演
奏
会
」

　

も
み
じ
会
演
奏
会
は
全
て
学
生
の
手

に
よ
り
運
営
さ
れ
、ピ
ア
ノ
、独
唱
、2
台

の
ピ
ア
ノ
な
ど
の
演
奏
が
行
わ
れ
た
。

【
文
化
学
科
】

「
ふ
く
し
ま
の
歴
史
と
文
化
を
見
直
す
」

　

ふ
く
し
ま
の
復
興
を「
地
域
の
文
化
」

の
面
か
ら
考
え
、①
言
葉・方
言
、②
宗
教
、

③
食
、④
郷
土
愛
の
４
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

展
示
や
実
演
を
通
し
て
ふ
く
し
ま
に
暮

ら
す
人
々
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
再
建
や
更
な
る

発
展
の
可
能
性
を
模
索
し
た
。

【
綱
引
き
競
技
】

　
１
位　

大
・
食
栄
４
Ａ
Ｂ

　
２
位　

短
・
幼
教
２
Ｃ

【
未
来
への
変
身
】

　
１
位　

短
・
文
化
１
、専
攻
２

　
２
位　

短
・
幼
教
１
Ｂ

　
全
高
生
が
参
加
、力
と
技
を
競
っ
た
。

【
未
来
へ
向
か
って
】

　
１
位　

教
職
員

　
２
位　
２
学
年

【
希
望
を
繋
げ
】

　
１
位　
２
年
音
楽・美
術

　
２
位　
１
年
３
組

【
部
活
動
対
抗
リ
レ
ー
】

①
学
芸
部

　
１
位　

華
道
部

　
２
位　
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

②
運
動
部

　
１
位　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
２
位　
ハン
ド
ボ
ー
ル
部

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
】

　
１
位　
３
年
１
組

　
２
位　
１
年
３
組

【
ザ
★
団
結
】

　
１
位　
３
年
２
組

　
２
位　
３
年
食
物

【
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー
】

　
１
位　
１
年
２
組

　
２
位　
２
年
２
組

郡
山
開
成
学
園
大
運
動
会

もみじ会

短期大学部　生活芸術科２
年

渡邊　麻里奈　佐藤　睦美
ポスター
デザイン

第69回

私が１等賞

【
第
３
学
年
】

「
ビ
ッ
グ
ア
ー
ト
〜
未
来
に
虹
を
か
け
よ

う
〜
」

　

校
歌「
こ
こ
も
世
界
の
空
の
下
」を
一

文
字
一
文
字
心
を
込
め
て
描
い
た
。

◆
附
属
高
校

【
食
物
科
】

「
ど
ん
ぐ
り
食
堂
の
設
営
」

　

集
団
調
理
実
習
の
学
習
成
果
と
し
て

開
設
。安
心
安
全
で
心
温
ま
る
サ
ー
ビ
ス

と
美
味
し
い
食
事
を
提
供
し
た
。

【
高
校
生
徒
会
】

○
新
体
操
部

「
２
０
１
５　

美
し
く 

可
憐
に 

舞
う
」

　

個
人
演
技
、団
体
演
技
、バ
レ
エ
や
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
な
ど
の
演
技
発
表
を
行
っ
た
。

○
合
唱
部

「
も
み
じ
会
演
奏
会
」

　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
て
積
み
重
ね

た
練
習
の
成
果
を
発
表
。

【
幼
稚
園
】

「
ぼ
く
た
ち　

わ
た
し
た
ち
の
作
品
展
」

　

子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り
が
日
頃
の
遊
び

の
中
で
描
い
た
絵
や
、色
々
な
素
材
を
使
って

工
夫
し
な
が
ら
製
作
し
た
物
を
発
表
し
た
。

【
幼
稚
園
父
母
会
】

「
子
ど
も
た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

◆
附
属
幼
稚
園

　
「
子
ど
も
バ
ザ
ー
」「
父
母
会
バ
ザ
ー
」

を
開
催
し
た
。







開成の杜（8）

　

霜
月
に
雪
を
見
て
師
走
を
迎
え
た
。

疾
く
過
ぎ
ゆ
く
時
間
は
、も
う
す
ぐ
新
し

き
年
を
連
れ
て
く
る
。

　

新
年
は
、小
倉
百
人
一
首
カ
ル
タ
や
宮

中
歌
会
始
な
ど
が
催
さ
れ
、日
頃
あ
ま
り

触
れ
る
こ
と
の
な
い「
和
歌
」に
触
れ
る
機

会
が
あ
る
。

　
「
和
歌
」は
、言
霊
思
想
の
典
型
の
よ
う

な
も
の
で
、万
葉
の
時
代
よ
り
和
歌
の
詠

み
手
の
想
い
や
祈
り
を
現
す
も
の
で
あ
っ

た
。

　
「
言
の
葉
」に
よ
る
祈
り
の
象
徴
で
あ

る「
和
歌
」が
隆
盛
を
極
め
る
の
は
、平
安

時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
編
纂

さ
れ
た『
新
古
今
和
歌
集
』の
頃
で
あ
ろ

う
。時
は
源
平
の
動
乱
期
、お
ご
れ
る
平

家
の
盛
衰
と
世
の
無
常
が
、も
の
悲
し
い

琵
琶
の
音
に
乗
せ
て
語
ら
れ
た
時
代
で
あ

る
。

　

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て『
新
古
今
和
歌

集
』の
撰
者
で
あ
っ
た
藤
原
定
家
は「
世
の

中
は
、平
家
の
追
討
な
ど
と
言
って
い
る
が

そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
い
い
事
で
あ
る
」

と
、歌
を
詠
み
、古
よ
り
伝
わ
り
し
物
語

の
写
本
に
没
頭
す
る
。こ
の
時
に
写
さ
れ

た
和
歌
集
や『
源
氏
物
語
』、『
土
佐
日

記
』な
ど
の
本
が
無
け
れ
ば
現
代
の
日
本

古
典
文
学
は
成
り
立
た
な
い
と
い
え
よ
う
。

言
わ
ば
定
家
は
、言
の
葉
に
よ
る
後
世
への

祈
り
を
優
先
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

今
、世
界
は
不
穏
な
空
気
に
取
り
巻
か

れ
、混
乱
の
中
、多
く
の
人
々
の
悲
し
み
で

満
ち
て
い
る
。新
し
き
年
に
は「
今
日
ふ
る

雪
の
い
や
し
け
吉
事
」で
は
な
い
が
、多
く

の
人
に
幸
多
き
こ
と
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。 

（
宏
）

78

「
青
磁

　シ
ル
ク
ロ
ー
ド
絵
皿
」 　

新
潟
県
佐
渡
市

出
身
。１
９
５
５
年

東
京
芸
術
大
学
美

術
学
部
彫
刻
学
科

を
卒
業
後
、青
磁
の

伝
統
技
法
を
学
ぶ
。

　

新
日
展
や
現
代
日

本
陶
芸
展
で
の
朝
日

新
聞
社
賞
を
は
じ
め
、

数
々
の
賞
を
受
賞
。

東
京
芸
術
大
学
助

教
授
、教
授
、名
誉

教
授
に
就
任
し
、紫

綬
褒
章
を
受
章
し
た
。

　

こ
の
絵
皿
は
故
関

口
富
左
名
誉
学
園

長
・
名
誉
学
長
か

ら
学
校
法
人
郡
山

開
成
学
園
に
寄
贈

さ
れ
、風
俗
美
術
館

１
階
に
展
示
さ
れ
て

い
る
。

　

喜
多
方
市
美
術
館
主
催
、公
募「
ふ
る

さ
と
の
風
景
展
」受
賞
作
品
展
が
９
月
29

日
か
ら
10
月
４
日
ま
で
、建
学
記
念
講
堂

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
、多
く
の
見
学

者
で
賑
わ
っ
た
。

　

喜
多
方
市
美
術
館
は
平
成
７
年
の
開

館
以
来
、独
自
の
運
営
で
全
国
か
ら
作
品

を
公
募
し
今
年
で
20
回
を
数
え
て
い
る
。

　

今
回
は
第
１
回
か
ら
15
回
ま
で
の
展

覧
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
、油
彩
画
、

日
本
画
、版
画
な
ど
様
々
な
分
野
の
作
品

24
点
が
展
示
さ
れ
た
。

　

日
本
豆
乳
協
会
の
第
２
回
豆
乳
レ
シ
ピ

甲
子
園
お
か
ず
部
門
で
、高
校
食
物
科
３

年
の
村
上
明
日
香
さ
ん
の
考
案
し
た「
豆

乳
入
り
ヘル
シ
ー
エッ
グ
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
」が

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　

豆
乳
を
利
用
し
た
創
作
料
理
の
味
や
彩

り
、独
創
性
を
審
査
す
る
大
会
で
３
部
門

に
全
国
か
ら
１
７
０
０
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

附
属
高
校
は
参
加
校
の
中
で
最
多
の

優
れ
た
79
点
を
出
品
し
、今
年
か
ら
設
け

ら
れ
た
最
優
秀
学
校
賞
も
受
賞
し
た
。

豆
乳
レ
シ
ピ
甲
子
園

お
か
ず
部
門
で
日
本
一
に
！

村
上
明
日
香
さ
ん

　

本
県
の
復
興
の
現
状
視
察
に
訪
れ
た

ク
ウ
ェ
ー
ト
や
南
ア
フ
リ
カ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

欧
州
連
合
代
表
部
な
ど
13
ヵ
国
の
大
使

を
招
い
た
知
事
主
催
の
歓
迎
夕
食
会
が

10
月
22
日
、ホ
テ
ルハマ
ツ
で
行
わ
れ
た
。

　

席
上
、短
大
・
幼
児
教
育
学
科
の
ハン
ド

ベ
ル
リ
ン
ガ
ー
ズ
が
、バッハ
の「
主
よ
人
の
望

み
の
喜
び
よ
」、「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ
」な

ど
６
曲
を
披
露
し
た
。大
使
た
ち
は
メ
ン
バ

ー
の
心
の
こ
も
っ
た
音
色
に
感
激
し
て
い
た
。

　

２
０
１
５
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
ボ
ウ

リ
ン
グ
成
年
女
子
団
体
に
出
場
し
た
大

河
内
未
来
さ
ん（
大
食
１
年
）・
鈴
木
英

子
さ
ん（
日
立
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム

ズ
福
島
事
務
所
）の
ペ
ア
が
本
県
女
子
団

体
の
最
高
位
と
な
る
２
位
に
輝
い
た
。

　

二
人
は
福
島
市
の
か
ら
し
ま
ボ
ウ
ル
で

練
習
、５
年
前
か
ら
ペ
ア
を
組
ん
で
い
る
。

予
選
を
６
位
で
通
過
、決
勝
で
の
１
、２
６

２
ピ
ン
は
全
体
で
１
位
に
！
予
選
と
の
合

計
ス
コ
ア
で
わ
ず
か
４
ピ
ン
及
ば
ず
２
位

に
。
　

大
河
内
さ
ん
は
個
人
予
選
で
９
位
。あ

と一歩
で
決
勝
進
出
を
逃
し
た
だ
け
に
成

年
女
子
２
位
の
好
成
績
に
喜
び
を
爆
発

さ
せ
て
い
た
。将
来
は
管
理
栄
養
士
に
！

夢
に
向
か
って
頑
張
れ
、大
河
内
さ
ん
。

２
０
１
５
わ
か
や
ま
国
体

ボ
ウ
リ
ン
グ

成
年
女
子
団
体（
２
人
）

福
島
県
勢
最
高
位
の
２
位
！

知
事
主
催
の
夕
食
会
で

13
ヵ
国
の
大
使
を

ハ
ン
ド
ベ
ル
で
歓
迎

短
大・幼
児
教
育
学
科

第
69
回
も
み
じ
会
協
賛

第
１
９
０
回
芸
術
鑑
賞
講
座

第
１
９
１
回
芸
術
鑑
賞
講
座

イ・ム
ジ
チ
合
奏
団
演
奏
会

　

第
１
９
１
回
芸
術
鑑
賞
講
座
は
、イ
タ

リ
ア
の
室
内
楽
団
イ
・
ム
ジ
チ
合
奏
団
を

お
迎
え
し
て
10
月
23
日
、建
学
記
念
講
堂

で
開
催
さ
れ
た
。

　
ロ
ー
マ
の
サ
ン
タ
・
チ
ェ
チ
ー
リ
ア
国
立

ア
カ
デ
ミ
ー
の
卒
業
生
12
名
が
集
ま
っ
て

結
成
さ
れ
、楽
団
と
し
て
は
指
揮
者
を
置

か
ず
、合
議
で
音
楽
を
作
り
上
げ
る
形
式

を
と
っ
て
い
る
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
６
挺
、ヴ
ィ

オ
ラ
２
挺
、チ
ェロ
２
挺
、コ
ン
ト
ラ
バ
ス
１

挺
、チ
ェン
バ
ロ
１
台
で
編
成
さ
れ
て
お
り
、

第
30
回
芸
術
鑑
賞
講
座
に
続
い
て
２
度

目
の
来
学
。

　

学
生
・
生
徒
た
ち
は
ヴ
ィ
バ
ル
デ
ィ
作

曲「
四
季
」の
素
晴
ら
し
い
音
色
に
酔
い
し

れ
て
い
た
。

　

科
学
実
験
教
室「
ミ
ニ
ロ
ボ
を
つ
く
ろ

う
！
」が
郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

ワ
ク
ワ
ク
の
杜
主
催
（
会
長
賀
門
康
博
）

で
10
月
18
日
に
本
学
で
開
催
さ
れ
、小
学

校
４
年
生
〜
６
年
生
の
24
名
が
サ
ッ
カ
ー

ロ
ボ
ッ
ト
づ
く
り（
ア
イ
エ
イ
ア
イ
社
製
）に

挑
戦
し
た
。当
日
は
静
岡
県
清
水
市
か
ら

ア
イ
エ
イ
ア
イ
の
技
術
者
４
名
の
他
に
、日

本
大
学
工
学
部
・
本
学
幼
児
教
育
学
科

の
学
生
、本
学
教
職
員
ら
12
名
の
ス
タ
ッフ

が
複
雑
な
ロ
ボ
ッ
ト
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
。１
０
９
個
の
ネ
ジ
を
使
っ
て
ロ
ボ
ッ

ト
を
完
成
さ
せ
た
後
、小
学
生
は
３
人
一

組
で
チ
ー
ム
を
つ
く
り
ド
リ
ブ
ル
や
シ
ュ
ー

ト
が
で
き
る
高
性
能
ロ
ボ
ッ
ト
で
サ
ッ
カ
ー

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。

　

な
お
、「
ミ
ニロ
ボ
を
つ
く
ろ
う
！
」は
国

立
青
少
年
教
育
振
興
機
構「
子
ど
も
ゆ

め
基
金
」の
助
成
事
業
で
あ
る
。

ワ
ク
ワ
ク
の
杜

「
ミ
ニ
ロ
ボ
を
つ
く
ろ
う
！
」

豆乳入りヘルシーエッグベネディクト サッカーゲームを楽しむ子どもたち

愛好者で賑わった会場

挨拶する喜多方市美術館後藤館長

2位に耀いた大河内さん

美しいハンドベルの音色を披露

素晴らしい音色を奏でたイ・ムジチ合奏団

三
浦 

小
平
二

み
　
う
ら 

　
こ 

へ 

い 

じ

こ
と
だ
ま

い
に
し
え
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